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マニファクチャリングXによ
り、対障害弾力性、 
持続可能性、競争力を実現 

も、企業の対障害弾力性が向上します。特
に、新たなビジネスモデルの構築、二酸化
炭素排出量に関する透明性の確保、緊密
な循環型経済の創出、あらゆるプロセスの
効率向上、ひいては、企業の持続可能性強
化といった効果を期待できます。また、デジ
タルイノベーションを迅速かつ効率的に導
入できるため、企業の競争力を向上するこ
ともできます。これにより、安全でレベルの
高い、新たな業務とともに、成長がもたら
されます。
 
マニファクチャリングXといった高度なデ
ジタル化戦略、新たなビジネスモデル、さ
らに、創造的でシナジェティクな補完財と
しての、革新的で効果的、信頼性に優れた
製品を紹介するうえで、Hannover Messe 
2023は理想的なプラットフォームです。
 
ご来場をお待ちしております。

マニファクチャリングXとは、業界における
バリューチェーン全体をインテリジェント
につなぐ仕組みです。サステナブルなエコ
システムを構築し、業界横断のコミュニケ
ーションが可能です。データモデルの標準
を共同で定義することで、データの形でナ
レッジを把握および共有し、高いシナジー
効果がもたらされます。

こうすることで、バリューチェーンおよびバ
リューネットワークのイメージを作り、開
発、製造、組み立て、付加価値サービスの
あらゆるフェーズを、シームレスに統合お
よび連携できます。これにより、バリューチ
ェーンのステージすべてにおいて、原材料
および電力の供給、サプライチェーン、透明
性における変化に、迅速かつ効率的に対
応できるようにすることが目的です。
 
その結果、バリューチェーンに関係する全
員が効果的に機能して、プロセスおよびリ
ソースの可用性が最適化され、たとえ、不
足の事態が発生するような環境であって
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戦後、「ドイツメッセ」が1947年にハノーバーに設立された際には、将来
これほどの成功を収めることになろうとは誰も想像しませんでした。75
年後の今、ハノーバー・メッセは、これまで以上に優れた産業革命を展
示する場所と見なされており、今日まで数十年間にわたり、業界の変化
を形成する役割を持続的に果たしてきました。ケーザー・コンプレッサ
ーは、1954年から出展企業の常連となっています。

75年目のハノーバー・メッセ

Deutsche Messe- und Ausstellungs-AGは1947年にハノー
バーに設立され、第二次世界大戦で破壊された同市に数百
万米ドルに相当する投資を行ってきました。この見本市が開
催されている21日間で、53ヵ国から約73万6,000人がハノー
バーを訪れ、約3,200万米ドルにも及ぶ輸出契約が締結され
ました。その後数年で、この見本市はドイツ経済の奇跡を象徴
するものとなり、さらに多くの外国企業が出展するようになり
ました。そのため、この見本市は「Deutsche Industrie-Mes-
se」（ドイツ産業見本市）として知られることとなりました。 
.来場者数は着実に増加しており、1960年初頭には100万人を超
える人々がハノーバーを訪れました。名称は「ハノーバー・メッセ」
に再度変更され、ハノーバーが当時から現在にいたるまで、産業
の好況への貢献を誇りに思っていることを端的に表しています。

「ドイツメッセ」の国際ビジネスは着実に成長し、1985年までに
はパリ、ニューヨーク、メルボルンが連携して参加しました。こうし
た活動は、その後、子会社のHANNOVER MESSE INTERNATIO-
NAL GmbH（後のHannover Fairs International GmbH）に統合
されました。
ハノーバー・メッセの歴史におけるもう1つ
の節目は、1988年に欧州共同体（EC）の 
加盟国の政府を率いて展示会場で一堂に会し、欧州共同体内の

単一市場とその後の通貨統合への道筋をつけたことです。
国際市場での成長をさらに加速させるため、ドイツメッセ
は、2008年に欧州の見本市を主催する2番目の企業であるフィエ
ラミラノと共同で、ジョイントベンチャーを設立しました。この2社
は共同で、ロシア、中国、インドといった成長市場への足掛かりを
築くとともに、市場のポジションとノウハウから相互にメリットを
得ました。

初期のハノーバー・メッセからの発見資料。 1954年ケーザー初出展時の展示会ロゴ。 会合場所：トーマス・ケーザー（取締役会会長）と話す来場者。

業界の変化の道しるべ
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会合場所：トーマス・ケーザー（取締役会会長）と話す来場者。 ケーザーの展示ブースは、常に見本市の注目の的
となっています。

ケーザーは、1954年から出展企業の常連となっています。

業界の変化の道しるべ
ハノーバー・メッセは、長きにわたり、グローバルにデジタルネット
ワークを構築した業界の道しるべとなり、その推進役を果たして
います。産業化、デジタル化、そして気候保護のメガトレンドが、長
年この見本市のメインテーマとなっています。ケーザーは、ハノー
バーメッセの初期から出展しており、「より多くの圧縮空気を少な
いエネルギー量で供給する」というコアなテーマに従って、多様な
製品ポートフォリオを展開しています。現在もそれはケーザーの
モットーとなっており、サステナビリティがコーブルクを拠点とす
るシステムプロバイダーであるケーザーの企業哲学に深く根付い
ていることを明確に伝えています。
手工芸用のレシプロコンプレッサーや、産業用ロータリースクリ
ューコンプレッサーと関連する圧縮空気処理、さらにはオイルフ
リーで低圧空気用のドライ圧縮ロータリースクリューやローブ式
ロータリーブロワーまで、ケーザーは効率、性能、省エネを大幅に
向上させる製品とソリューションの提供に取り組んでいます。その
姿勢は、2023年のハノーバー・メッセでの革新的な展示品の数々
で変わらずご覧いただけます。
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ワールドプレミア

ロータリースクリューコンプレッサーの
最新情報
ドライ圧縮ロータリースクリューコンプレ
ッサーの新しいCSGシリーズ（図1）（定格
出力37～90 kW、流量最大15 m³／分）
が、ハノーバー・メッセの弊社のブースで初
展示される予定です。ケーザーの開発およ
び製造したIE5効率クラスの同期リラクタ
ンスモーターと、独自のスクリュー用エア
エンドが展示される予定であり、これらの
高性能システムはクラストップの効率性を
実現するとともに、持続可能なサービスの
コンセプトで知られています。  さらに、新
しいCSD（図2）とCSDX（図3）をはじめと
した多数の革新的な油冷式スクリューコ
ンプレッサーもあり、それらの製品もまた
サステナビリティを重視しています。具体
的には、新開発の精密度を高めたSIGMA 
PROFILローター付きスクリュー用エアエ
ンドがあり、この製品は最高の駆動システ
ムエネルギー効率クラスを実現しています

（定速コンプレッサーはIE4、周波数調整
付きコンプレッサーはIE5およびIES2）。
こうした製品強化に加え、CSDおよび
CSDXパッケージの定速バージョン用のさ
らなる圧力製品も提供されています。その

ため、お客様に必要な産業用ネットワーク
圧力によりスムーズに適用できるようにな
り、先行モデルよりも高い流量と、圧縮空
気の最大20パーセント向上を実現してい
ます。この新シリーズのもう1つの注目製
品は、速度制御ファンユニットであり、より
少ない冷却用空気でさらなる省エネを実
現します。

水道業界向けの新開発
ケーザーは、低圧ロータリースクリューブ
ロワーの新しいFBS 720シリーズ（図4）
で、効率と省スペースの新基準を打ち出し
ました。SFCバージョンには、同期リラクタ
ンスモーターを採用した周波数変換器が
搭載されています。このバーションでは、ス
リップフリーモーターと高効率の永久磁
石モーターおよび非同期モーターのメリッ
トが統合された設計となっています。流量
は、実際に必要な速度変化を通じて調整
されます。最大100 kWの新しいFBS 720シ
リーズの最大流量は72 m³／分で、印象的
な最新パッケージデザインとなっているほ
か、並列設置が可能です。

新しいCALOSECドライヤー
新しい加熱式CALOSEC吸着式ドライヤーは、
もう1つの注目の展示製品です。この新たな
主力ブランドには、ブロワーパージ（CSPシリ
ーズ）、ゼロパージ（CSAシリーズ）、閉ループ

（CSLシリーズ）の3つの乾燥方法が採用され
ています。こうしたさまざまな方法により、9.7
～155.8 m³／分の流量範囲で、-70°Cまでの
圧力下露点に効率的なソリューションを提供
できます。すべてのモデルに、標準装備として
ネットワーク対応CALOSEC CONTROLコン
トローラー、タッチディスプレイ、圧力下露点
制御が搭載されています。これらのドライヤ
ーは、高品質の標準装置が特長であり、この
装置には、高温亜鉛メッキパイプと個々の継
手も含まれています。さらに、CSAおよびCSL
シリーズには、高品質のSILICAGEL ECO乾燥
剤が標準で含まれており、15パーセントを超
える省エネを実現します。また、広範なオプシ
ョンにより、新しいCALOSECシステムモジュ
ールでケーザーの提供する効率的な圧縮空
気ソリューションの範囲を大幅に拡大できま
す。

エネルギー効率の主役である 
新型CSGロータリースクリューコンプレッサー。

サステナビリティのイノベーション：同期リラクタンスモーター
を搭載した、IE5効率クラスのCSDロータリースクリューコンプ
レッサー。



ケーザーレポート |  7

ワールドプレミア

ホール4
D12ブース

総合的なアプローチ
ケーザーの成功の秘訣の1つは、圧縮空気供給に対し、企業が一般的
に採用する包括的で総合的なアプローチです。つまり、機械のみを販
売するのではなく、コーブルクを拠点とするシステムプロバイダーとし
て、ユーザー独自の数量および品質要件に合わせたカスタムメイド
の完全なソリューションを提供するということです。その目的は、関連
するプロセスと接続の透明性を向上させ、その明確な理解を得て、よ
り良い予測システムの基盤を構築することです。こうした新たなアプ
ローチに必須なのが、新しいグローバル標準かつ高品質のケーザー
の測定技術、センサーによる圧縮空気ステーションの監視、集中監視

（SIGMA AIR MANAGER 4.0）、SIGMA NETWORKによる構成部品の
プロフェッショナルなネットワークであり、それらによって永続的なデ
ータ交換が可能となっています。こうしてデータベースのビジネスモデ
ルの基盤が構築され、お客様にプロアクティブなサービスとさまざま
な革新的サービスを提供できます。

ご来場をお待ちしております。
ご覧になるものはたくさんあります。コーブルクの圧縮空気のエ
キスパートと話すことで、弊社が提供すべき製品とサービスのす
べての詳細を知ることができます。ハノーバー・メッセへのご来場
をお待ちしております。そこで、最新の技術革新をご紹介し、将来
のトレンドの視点を交換できます。

CSDXと新開発のスクリュー用エアエンドの特長は、精密度を高めたSIGMA 
PROFILローターです。

新しい高度なFBS 720シリーズの低圧ロータリースクリュー
ブロワー。

4月17～21日
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品質と新鮮さ
ARTiBackのパンは、ヘルシーで革新的であるとともに、伝
統に基づいています。そのため、時代に合ったパンを製造し
ていますが、これはヘルシーなライフスタイルのすべての条
件を満たす、美味しく幅広いラインアップの最新の食品を求
める顧客が増加し続けているためです。ARTiBackの純粋な
原則によると、パンとは、ベーキング剤や酵素の添加されて
いない最高の状態のパンであり、小麦粉、酵母、塩といった
伝統的な成分のみで構成されているものです。

ARTiBack：最高の状態のパン

ARTiBackがハレのスターパーク工業団
地の広大な空地に設立された際、3人の
創業者は共通したビジョンを抱いていま
した。それは、すべての人々が、伝統的な
ベーカリーの高い品質基準を満たすベ
ーカリー製品を食べることができるよう
にすべきである、というものです。
ミッションは、十分な時間と配慮を尽くし
たベーカリー製品を提供し、最善の材料
を開発するとともに、そうしたベーカリ
ー製品をできる限り新鮮な状態ですべて
の消費者に届けることです。こうしたコン
セプトは時代の流れと一致し、少人数の
従業員で始めた企業は成長を続け、今
や約150人の従業員を抱える企業となっ
ています。ARTiBackは、小売食品業界向
けの冷凍のベーカリー製品の分野での
足場を固めるとともに、ドイツ国内のみ
ならず、スイスやオランダ、イタリアに新
鮮なパンを供給しています。

美味しく新鮮で、健全かつヘルシー
これが、ARTiBackの企業哲学に沿った
高品質なパンの特性です。その秘訣は、
古き良き時代に倣い、パンの多くはサワ
ー種で作られていることであり、それに
は長時間ねかせて発酵させ、オーブンに
入れることが必要です。「長い発酵時間
により、それぞれの成分が最大の可能性
を発揮します。」と、CEOのAxel Sehnert
は述べています。この新興企業はすでに
その仕事で一般に認められており、素朴
なツイストブレッドが、「Culinary Saxo-
ny-Anhalt 2022」大会でファイナリスト
3社のうちの1社として選出されました。
そして意外にも、こうしたヘルシーで美
味しいパンは、産業規模で製造されてい
ます。新しい最先端の製造室では、ベー
カリー製品のサイズに応じて、1時間あた

古き良き時代のように、パンの多くはサ
ワー種で作られています。

り最大6,000個の大きめのパンと36,000個の
ロールパンが2つの石窯ラインで焼かれ、安
全に包装されて出荷に向けて準備されます。
この製造室は、新鮮なパン生地のいい香りで
満たされており、革新的な技術と高度な生産
設備が稼働して、同社のたくさんのヘルシー
なベーカリー製品の製造を可能にしていま
す。
そこでは、従業員の健康も最重要視課題の1
つとなっています。圧縮空気は、多数の作業プ
ロセスの人間工学的なフローで主要な役割
を果たしているとともに、梱包された出荷箱
の昇降の際に、空気圧シリンダーを動作させ
ます。空気圧シリンダーと空気圧制御バルブ
は、製造プロセスを通じて使用されます。例え
ば、生地をロールする前にクッキングオイルを
スプレーし、生地がくっつくのを防ぐ際などで
す。

オイルフリーの圧縮空気が必要
たいていの生産設備と同様に、圧縮空気も
産業ベーカリーにとっては必須です。食品を
製造するため、圧縮空気は特に高純度で汚
染物質のないものである必要があります。ケ
ーザーの最初の可変2段階ドライランニング
CSG-90 T SFC Wロータリースクリューコン
プレッサーは、2017年の開業時に購入されま
した。2020年の第2段階の拡張と、それに伴っ
た2つ目の石窯生産ラインの追加により、2台
目のドライ圧縮ロータリースクリューコンプレ
ッサーとしてKAESER CSG 55 T Wが導入さ
れました。
システムは両方とも、現在、SIGMA AIR MA-
NAGER 4.0で制御されています。そのた
め、2台のロータリースクリューコンプレッ
サーで最もエネルギー効率の高い変数が
使用され、圧縮空気供給をエネルギー効率
とコスト効率が最大化されるように運転で
きます。環境に配慮した技術へのBAFA出
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資要件も満たしているため、設備投資の約
30パーセントを節約できます。コスト効率を
さらに高めるためには、排熱再利用をコン
プレッサーシステムに統合すると、コンプレ
ッサーの排熱を熱源として使用できます。 
 
こうした高度な圧縮空気ステーションは、フ
ルサービス契約で完成されます。つまり、AR-

TiBackは2台の石窯ベーキングラインの圧縮
空気の信頼性について心配することがなくな
るというわけです。さらに、ステーションはコ
ーブルクの弊社本部と直接通信するため、
すべてのプロセスが継続的に監視され、最適
性能が実現されます。Axel Sehnertは満足そ
うにこう述べています。「コンプレッサーシス
テムはとても信頼できます。故障が発生した

としても、迅速な支援が得られるほか、遅延な
く修理されることがわかっているため、安心し
ていられます。」

美味しくヘルシーなベーカリー製品が、2台の石窯ベーキングラインで生産されま
す。

SIGMA AIR MANAGER 4.0により、エネルギー効率の高い制御が常に実現され
ます。

ARTiBackのパンには、人工的なベーキング剤は含まれていません。

への情熱

フルサービス契約により、
.圧縮空気の完全な可用性が保証されます。

（CEO、Axel Sehnert）
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「契約」による卓越したコストの透明性

スマート、安全、安心
Hettichの製品はあらゆるタイプの家具に組み込めるため、目に見えないことも多いです
が、不可欠の製品です。キャビネットの扉や引き出しを開けるときや、家具を別の方法で動か
すとき、Hettichの金具はこうした動きを背後でサポートし、家具の数百万個の部品で利便
性と信頼性の高い機能を発揮します。

Hettich Groupは、世界トップクラスの家具
金物のメーカーです。本社はドイツのノルトラ
イン＝ヴェストファーレン州の東部に位置す
るキルヒレンゲルンにあります。2021年時点
で、Hettichは世界中に7,400人の従業員を
擁しており、そのうち3,700人超がドイツを拠
点としています。同社は24ヵ国に子会社を持
っており、100%家族経営です。
Hettichの成功の歴史は、125年以上前に遡
ります。その話を特徴づけているのが、優れた
エンジニアリングの業績と勇敢な企業家精
神です。1930年以来、イーストウェストファリ
アリッペ地方が同社の故郷であり、同地方は
ドイツの家具業界の中心に位置しています。
現在では、Hettichのインテリジェントで革新
的な家具金物を、ドイツのみならず世界中で
見ることができ、家具の品質と機能に大きな
影響を及ぼしています。
こうした高品質の家具金物の製造プロセス
は、効果的な品質管理プロセスに従って厳密
に定義および規制されています。ワークフロ
ー全体が長い生産ラインで実行され、そこで
は機械（一部は社内の機械技術部門による
もの）によって作業が実行されます。原材料が
回転してプレス加工され、その後、多数の個
々の部品が組み立てられます。こうした生産
ラインは、最終製品の数と同じだけ数多く存
在します。これは、家具金物が家具業界のニ
ーズを的確に満たすよう製造されているため
です。ご想像いただけるように、構成部品は持
ち上げられ、回転させられ、下に落とされ、つ
まりは空気弁と空気圧シリンダーによってす
べての生産拠点を移動します。そのため、圧
縮空気は、Hettichのさまざまな処理要件に
不可欠なものとなっています。

サステナビリティとエネルギー効率
Hettichの成長とともに段階的に導入された
圧縮空気ステーションをモダナイゼーション
する前、圧縮空気は、手動でのみ制御可能な
旧式のサードパーティー製コンプレッサーに
より供給されていました。そうした圧縮空気
の製造方法は、決してエネルギー効率の高い

ものではありませんでした。現在のシステム
を発注する前、HettichでFacility Manager
を務めるUwe Ortmannは、長きにわたりシ
ステムを最適化する方法を探していました。「
数年前にケーザーの圧縮空気セミナーに参
加した後、重要な改善提案を持って帰りまし
た。それはつまり、主制御システムで多くのエ
ネルギーとコストを節約できるということで
す」それを実現することで、同社は大幅なコ
スト削減を達成しました。ケーザーとの最初
の「契約」締結は、2002年でした。しかしなが
ら、Hettichは継続的に成長しており、新たな
ビルが建設されるとともに生産エリアが再三
にわたり拡張され、それに伴って、生産能力
の向上に必要な圧縮空気ステーションも必
要とされていました。そのため、2018年に、2
つめの「契約」が締結されました。さらに、この
プロジェクトによって、Hettichは圧縮空気の

下図：ロボットの動作は圧縮空気で制御されます。 

中図：社内の機械技術部門の機械もまた、ここで使
用されます。 
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スマート、安全、安心
最大の可用性と信頼性を重視するのみなら
ず、サステナビリティとエネルギーコストの最
適化をも重視していました。Uwe Ortmann
は、次のように回想します。「ケーザーのコン
プレッサーは、すでに期待以上のものを提供
してくれていましたが、新たなPremium Effi-
ciency IE4駆動モーターが、エネルギー効率
を飛躍的に高めてくれました」そのため、再び
ケーザーの製品が採用されましたが、今度は
新しい大型の圧縮空気ステーションをどこに
設置するかという問題が発生しました。
製造室のスペース不足のため、同社の敷地
内に別の圧縮空気ビルを建築するという決
定が下されました。現在では、そこに7台の
ケーザーのロータリースクリューコンプレッ
サー（4台のFSD 575、1台のDSDX 305、2台
のDSD 175）と6台の圧縮空気ドライヤー（TI 
901）が安全かつ安心に設置されています。-
SIGMA AIR MANAGER 4.0は、すべてのコン
ポーネントの間で完全な相互作用を実現し、
エネルギー効率を最適化します。こうした制

御下で、圧縮空気が平均圧力レベル6.4バー
ル、流量200 m³／分で運ばれます。キロレベ
ルの地下リングラインにより、11の製造室す
べてに必要な圧縮空気が供給されます。

包括的なパッケージ  
SIGMA AIR UTILITYオペレーターモデルを
選択した際に、Hettichは包括的なパッケー
ジも選択しました。こうした信頼性の高いカ
スタムの圧縮空気供給により、卓越したコス

トの透明性が

実現しています。同社は、1つの完全な圧縮空
気ステーションに投資するのではなく、実際
に必要な圧縮空気のみに対して支払えばよ
いため、利用可能な資本資産を他の投資に

充てることができます。ケーザーのテレサービ
ス機能の強力な組み合わせに加え、物流セン
ターと密なグローバルサービスネットワーク
が、圧縮空気ステーションを常に監視し、必要
に応じて即座に介入できるため、圧縮空気の
可用性を最大化できます。「製造にとって、圧
縮空気は電気の次に重要なエネルギー源で
あり、だからこそ1分のダウンタイムも許され
ないのです。弊社はケーザーのサービスチー
ムの圧縮空気供給の信頼性とプロフェッショ
ナリズムにとても満足しています。」

Hettichの家具金物は、世界中の家具に使用され
ています。

製造には圧縮
空気が重要な
役割を果たし
ます。

主制御システムにより、多大なコストを削
減できます。

（Facility Manager、Uwe Ortmann）
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Abwasser, Grün und Lüneburger Service GmbH（AGL）は、主な目的である水の保護に
続き、廃水処理の主要な業務として、気候中立の実現をますます重視するようになっていま
す。こうした中、「曝気システムと圧縮空気生成の最適化」プロジェクトが策定されました。後
者を実現するため、オペレーターは天気が変動した際に安定した空気を生成し、スムーズに
制御できるソリューションを求めていました。HBSロータリースクリューブロワーの使用によ
り、望みどおりの成果を得られたのに加え、エネルギーコストを大幅に削減できました。

廃水処理プラントを訪れると、照明パネルが目を引きます。電気と熱
が、廃水処理場独自の熱と発電の統合プラントで生成されます。時間
に正確に、照明パネルに廃水泥から生成されたエネルギーの現行値
が大きな赤い数字で表示されます。共同発酵のため、エネルギー生産
量は非常に高くなっています。これは、こうした泥にリューネブルクの
地元のレストランや家庭の脂肪分離から得られる脂肪も含まれてい
るためです。熱の大半は、廃水泥の熱源として使用され、ごく一部がプ
ラントの運用設備の熱源として使用されます。一方で、電気の生成に
ついては、状況はより興味深いものとなります。熱と発電の統合プラ
ントで、1年あたり約600万 kWhの電気が生成されます。プラント自体
の消費量は大幅に削減され、最大500万 kWhとなっています。そのた
め、現在では約100万 kWhが地元の送電網に供給されています。しか
しながら、ここで生成された電気を蓄電する計画はさらに多く存在し、
敷地内の電気のモビリティを拡大することが今後の目標となっていま
す。

改善のタイミング
気候保護プロジェクトのフレームワーク内で、制御弁と圧縮空気生成
を含めた曝気プロセス全体が刷新され、最適化されました。システム
をモダナイゼーションする前、曝気槽の空気は4台の旧式の200 kWタ
ーボコンプレッサーで生成されていました。低気圧や雷雨の影響があ
る場合などの一定の状況下では、こうしたシステムは影響を受けやす
く故障しやすいものでした。
そのため、オペレーターはより直接的かつ動的に、より広い範囲で制
御空気を生成できるソリューションを求めていました。そうすれば、過
酷な気候条件に関係なく一貫した吸気性能が発揮されるためです。さ
らに、25年使用したターボコンプレッサーのエネルギー消費量は、効
率の点ではもはや最新式とは言えない状況でした。モダナイゼーショ
ンプロジェクトが本格的に開始され、包括的な契約に続き公開入札
が実施されました。
ちょうどその頃、IFAT見本市がミュンヘンで開催されていました。Ma-
ster ElectricianのChristian Willenbockelは、次のように回想します。

「技術力を知るため、ミュンヘンで開催されているIFAT 2018のケー
ザーのブースを訪れてみました。そして、コントローラー搭載のHBSロ
ータリースクリューブロワーを目にしたのです。しかしながら、新世代

照明パネルには、廃水泥から生成されたエネルギーの現行値が表示されま
す。

嵐を乗り越えて
曝気槽への長時間にわたる安定した空気の供給 
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のターボブロワーや最新のロータリースクリューブロワーが弊社のニ
ーズを満たすソリューションであるかどうか、まだ確信がありませんで
した。ケーザーが新しいロータリースクリューブロワーをテストする企
業を探していると耳にしたとき、どんなものか調べるためにそのチャ
ンスに飛びつきました。」ケーザーのシステムは、2019年2月に発注さ
れ、1年間のテストフェーズを経て、リューネブルクの廃水処理プラント
の要件を満たすものであることが実証されました。主制御技術のソフ
トウェアは、要件を満たすために再プログラミングおよび調整されま
した。その結果、期待以上の成果を得られ、測定値と実測値が明確に
表示されました。Christian Willenbockelは、次のように喜びを語りま
す。「新しいロータリースクリューブロワーでは、過酷な気候条件下で
も望ましいプロセス値が正確に維持されます」
正式な調達プロセスを経て、最終的にロータリースクリューブロワ
ーがリューネブルクの廃水処理プラントの要件を満たすのに最適で
あり、最も経済的なソリューションであることがわかりました。そのた
め、2020年に、ステーション全体をケーザーのロータリースクリューブ
ロワーに切り替えることが決定されました。それ以降、周波数ドライブ
Super Premium Efficiencyモーターを搭載した2台のHBS 1600 M 
SFC（160 kW）と2台のHBS 1600 M SFC（200 kW）が、曝気槽の曝気
を行っています。また、SIGMA AIR MANAGERマスターコントローラー
を選択する決定も下されました。これは、さらなるテストにより、このコ
ントローラーがシステムをよりよく制御できることが実証されたため
です。

ケーザーの4台のHBSロータリスクリューブロワー。リューネブルクの廃水処理プラントの鳥瞰図。

嵐を乗り越えて
曝気槽への長時間にわたる安定した空気の供給 

達成された目標
プロセス制御の改善に加え、エネルギーの大幅な節約も検証されま
した。「切り替え以来記録された大幅なコスト削減を達成できた原因
はいくつかあります。それは、新しいブロワーシステムの優れたエネル
ギー効率、マスターコントローラーを採用するという決断、そして710
ミリバールから680ミリバールのシステム圧力です。曝気システムのモ
ダナイゼーションにより、これらを達成できました。」と、Laboratory 
ManagerのJörg Schwankeが満足そうに語ります。最終的に、すべて
の測定値の合計は、年間で約50万 kWhの節約になりました。そのた
め、この容量をオンサイトの電気モビリティの拡大などの他の消費に
充てることができました。

コンセプト全体を成功させるに
は、 すべての構成部品が熟慮を

経て、 構成され、配置される必要
があります。

（Laboratory Manager、Jörg Schwanke）
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未来志向の技術、 
システム設計、プロセス最適化、 

アフターサービスによるサポートで、 
ケーザーの採用を確信しました。

イタリアの酵母スペシャリストによるエネルギーコストの削減

食品業界のサステナビリティ

AB Mauriは、ロンドンを拠点とするAssoci-
ated British Foods plc（ABF）国際グループ
に属しており、ベーカリー、パティスリー、ピザ
販売店に提供する酵母と原料の世界トップク
ラスのメーカーです。7,000人を超える従業員
を擁し、32ヵ国に52ヵ所の拠点を展開してい
ます。同社はイタリアでは2つのプラントを運
営しており、1つはコローニャ（ブレシア県）、も
う1つはカステッジョ（パヴィーア県）にあり、
プラントの従業員数は約250人です。
サステナビリティと省エネが、カステッジョに
最近導入された複雑な最適化プロセスの主
な目標でした。そのため、酵母の曝気プロセ
スもまた、入念に調査されました。ケーザー
とAB Mauriのエンジニアリングチームとの見
事な協力とパートナーシップにより、テクニカ
ルソリューションが細かく調整されていること
が判明したため、酵母スペシャリストは非常
に満足しています。

サステナビリティと省エネ
イタリアのパーヴィア県の北部地方にあるカ
ステッジョでは、あらゆることが酵母の生産
を中心に回っています。酵母は、主に糖蜜ベ
ースの栄養液で酵母培養液を増殖させるこ
とにより生成されます。糖蜜には、砂糖に加
え、ビタミンや微量元素などの栄養素が含ま
れているため、水と合わせると酵母培養液の
最適な培養液になります。酵母細胞を劇的に
増殖させるための重要な前提条件は、栄養
液に酸素を加えることです。酵母の製造に必
須のこうした細かい生物学的プロセスが製
造の中心となっており、最新技術の使用によ
り効率を大幅に向上させることができます。

将来世代の機会を損なわ
せることなく、現在の世代の
ニーズを満たすこと。それが
現代の風潮であり、イタリア
の酵母スペシャリストのAB 
Mauriが持続可能な開発だ
と考えていることです。目標
としているのは、経済、生態
系、社会のサステナビリティ
で相乗効果を生み出すこと
です。こうした企業哲学に沿
って、包括的な省エネプロジ
ェクトが最近実施されまし
た。そしてその一環として、ブ
ロワーステーションも完全に
モダナイゼーションされまし
た。

概して、食品の発酵プロセスは、正確な処理
空気プロファイルに基づいており、酸素の必
要性は、微生物の成長の基盤となります。つ
まり、量を少しずつ増やすたびに、より多くの
酸素が必要になるというわけです。そのため、
ブロワーで必要な空気は、プロセスで正確に
定義されたフェーズによって異なり、数時間
かかる場合もあります。ここでキーワードとな
るのが、「制御」です。さらに、ブロワーの空気
の品質も重要になってきます。これは、その空
気が製造プロセスに直接挿入されるためで
す。

精度の制御
すべてのデータとプロセスの空気要件を検

討および分析した結果、LP8000（150 kW）と
LP14000（300 kW）といった、2つのバージョ
ンのKAESER PillAeratorターボブロワーが
選択されました。このターボブロワーの無限
速度制御により、実際のニーズに合わせてい
つでも流量をさまざまに調整できます。その
ため、プロセス制御が簡素化されたのに加
え、過曝気によるエネルギー損失を確実に防
止できます。搭載されたセンサーが、流量、圧
力、速度、温度などの主要運転パラメーター
を継続的に監視し、マスターコントローラー
や社内コントロールセンターとデータをやり
取りして、必要に応じて正確な調整を実施し
ます。19台のターボブロワーがスムーズにデ
ータをやり取りできるようにするため、ケーザ
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未来志向の技術、 
システム設計、プロセス最適化、 

アフターサービスによるサポートで、 
ケーザーの採用を確信しました。

（EMEA Head of Capital Projects、Ing. Alberto Alice）

イタリアの酵母スペシャリストによるエネルギーコストの削減

食品業界のサステナビリティ

ーの7台のマスターコントローラーと6台のル
ーターが設置されました。さらに、メンテナン
ス不要のドライブにより、コスト効率がさらに

向上しました。潤滑油不要の非接触型磁気軸
受モーターがまったく摩擦なく動作するため、
オイルや軸受の交換は必要ありません。さら

に、メンテナンスは簡単なエアーフィルターの
交換のみで済みます。

最高の満足度
新しいブロワーステーションの設置、接続、導
入は、そのサイズによって非常に複雑でした。
それにもかかわらず、すべての関係者による
プロフェッショナルな計画のおかげで、すべ
てがスムーズに運びました。何より良かった
のは、不要な製造ダウンタイムを発生させる
ことなく達成できたことです。ケーザーとAB 
Mauriのエンジニアリングチームの緊密な協
力により、プラントのレイアウト、エネルギー
消費量、そして最強の機械の組み合わせの点
で、最も効率的なソリューションを見つけ出す
ことができました。そして総合的な成果によ
り、プラント全体の電気消費量の15パーセン
ト超を削減できました。

左図：SIGMA AIR MANAGER 4.0が社内管理シス
テムと通信し、需要に合わせてピンポイントの調整
を行います。

右図：19台のKAESER PillAeratorターボブロワ
ーが設置された「殿堂」。 
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シミュレーシ
ョンと現実

エキスパートのアドバイスによる大きな効果

グローバルなバリューチェーンの構築は、DMG MORIの高精
度の工作機械と持続可能な技術によって始まります。統合オ
ートメーションとエンドツーエンドのデジタル化ソリューショ
ンが、旋盤とフライス盤に加え、高度な技術と積層造形によ
り、コアビジネスを拡大します。

DMG MORI AKTIENGESELLSCHAFTは、世界
トップクラスの工作機械メーカーで、20億ユ
ーロ超の売上収益を挙げ、6,800人超の従業
員を擁しています。「Global One Company」
として、約1万2,000人の従業員が、55の業界
にわたる10万の顧客と直接やり取りしていま
す。DMG MORIは、現在、世界87ヵ国でグロー
バルに
事業を展開し、15の製造プラント、111の営業
およびサービス拠点を持ち、オートメーショ
ン、デジタル化、サステナビリティといった将
来発展が見込まれる分野を積極的に推進し
ています。
同社は、航空宇宙、自動車、金型、医療、半導
体といった主要な業界で、卓越した技術を
強化しています。DMG MORI Qualified Pro-
ducts（DMQP）パートナープログラムにより、
単一のソースから完全にマッチした周辺機器
が提供されます。顧客志向のサービスにより、
工作機械のライフサイクル全体をサポートし、
トレーニング、修理、メンテナンス、スペアパー
ツサービスを提供します。すべてのサービスプ
ロセスは、オンラインのカスタマーポータルで
ある「my DMG MORI」によってデジタル化さ
れており、サービスのエキスパートにデジタル
に直接アクセスできます。DMG MORIは、サス
テナビリティに対し、グローバルで総合的なア
プローチを取っています。「企業のカーボンフ
ットプリント」と「製品のカーボンフットプリン
ト」の双方がカーボンニュートラルであり、こ
れは顧客へのサプライチェーン全体に当ては
まります。

DMG MORIのショールームへの来訪者は、洗練された雰囲気の中で、非常にさまざまな可用
性を見いだすことができます。

DMG MORIの製品は、世界中に提供されています。 
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エネルギー価格の上昇への対応
同社は、最新の圧縮空気技術を活用するこ
とにより、エネルギー価格の上昇という課題
に対応しています。DMG MORIのようなテク
ノロジーリーダーの成功は、製品の競争力
と同様に、製品プロセスや機器の効率による
ものであり、圧縮空気技術も例外ではありま
せん。圧縮空気は、密閉空気と同様に製造全
体にわたり必要です。密閉空気は空気やガス
の加圧により、空洞を密閉するために使用さ
れ、測定システムやスピンドルに埃や湿気が
侵入するのを防止します。さらに、圧縮空気は
空気圧シリンダーが扉を開閉し、「空気シャ
ワー」によって工作機械公開時にワークピー
スを吹き清めるのに必要です。ロボット設備
のグリッパーも、圧縮空気がないと機能しま
せん。そのため、圧縮空気は、DMG MORIの
製造のすべての段階で不可欠です。エネルギ
ー危機以前でも、圧縮空気ステーションの大
規模なモダナイゼーションが必要であること
は明らかでした。ビーレフェルト拠点のMain-
tenance Workshop ManagerであるGerd 
Kleinegrauthoffは、最初の状態について次
のように述べています。「旧式のシステムは信
頼性が低く、頻繁に故障メッセージが表示さ
れており、エネルギー消費量の点で改善の余

地が大いにありました」2020年に、早くも適
切なサプライヤー探しが始まりました。同社
の新システムの最重要課題は、信頼性、冗長
性、そして何よりもエネルギー効率でした。そ
の後、プロバイダー数社から見積書を入手し
ました。Head of Corporate Real Estate Ma-
nagementのMaik Jagielloは、次のように述
べています。「弊社が探していたのは包括的
なコンセプトでしたが、たいていのプロバイダ
ーは既存のシステムに対し、1対1の置換ソリ
ューションを提案するのみでした。ケーザー
は、プロジェクト管理プロセス全体でプロフェ
ッショナリズムを発揮していたため、最初から
条件を満たしていました。ケーザーは、DMG 
MORIに最適なソリューションが何かという
質問に徹底的に取り組んでくれました。広範
な圧縮空気の需要分析に続き、7種類の構成
が想定され、対応するシミュレーションが提
示されました。そのうちの1つが、弊社にとっ
て最適なソリューションであることが判明し
ました」最新の圧縮空気技術の調査結果に
よって想定された高度な圧縮空気ステーシ

ョンは、省エネ設計のSuper Premium Effi-
ciency駆動モーターを搭載した2台の速度制
御KAESER DSD 145ロータリースクリューコ
ンプレッサー（最大圧力7.5バール、最大流量
14 m³／分）で構成されています。2台の省エ
ネ設計のSECOTEC TF 280冷凍式ドライヤー
が圧縮空気を処理し、SIGMA AIR MANAGER 
4.0マスターコントローラーがすべての構成
部品の最適な相互作用を実現することによっ
て、エネルギーをさらに節約します。しかし、そ
れだけではありません。ご存じのように、ネッ
トワーク圧力の削減は、運転コストに顕著に
影響します。使用圧力のエネルギー需要が、1
バールあたり6パーセント以上削減されます。

それを念頭に置き、ケーザーは全体的な需要
を十分に満たし、同時にコストレベルをでき
る限り低くできるよう、最適な圧力値を決定し

ました。そしてその後、さまざまなテストを実
施しました。そのため、新しいステーションの
コスト効率を最適化するという目標は達成さ
れました。 

「求めていたあと2つのキーポイントである
信頼性と冗長性についても達成されました。
」と、Maik Jagielloは熱心に語ります。「2021
年以降、システムはスムーズかつ確実に稼働
しています。ケーザーとのフルサービス契約
であらゆるものがカバーされていることがわ
かっているため、安心していられます。」

顧客仕様で製造された工作機械の最終仕上げが行われます。

ケーザーの圧縮空気ステーションには、エネルギー効率を高めるための最新技術に必要なあらゆるもの
が搭載されています。

ケーザーは、プロジェクト管理プロセス全
体でプロフェッショナリズムを発揮していた

ため、最初から条件を満たしていました。
(Head of Corporate Real Estate Management、Maik Jagiello）
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圧縮空気による表面処理 

あらゆるブラストに
対応 

ドイツのアルゴイ地方を拠点
とする高品質の表面処理の
エキスパートパートナーであ
るMayer & Zick GmbHは、
顧客独自のニーズに合った
あらゆる技術要件と専門ス
キルを提供しています。鋼製
や鋳鉄製の小球によるショッ
トブラストから、スイープブラ
ストや亜鉛めっきスプレーま
で、同社の表面処理スペシャ
リストのブラストキュービク
ルは、非常に小さなものから
非常に大きなものまで、あら
ゆるサイズのワークピースに
対応するよう調整されます。 

メミンガーベルクにあるMayer & Zick 
GmbHでは、あらゆるものが高品質の表面処
理を中心に展開されています。同社では、多
用途の表面仕上げ技術に加え、革新的で環
境に配慮した適用方法を数多く使用していま
す。顧客からは、プロセス全体にわたり、優れ
たサービスとスムーズな体験が期待されま
す。保護コーティングやアークめっきから、ダ
ストブラストや鋳鉄製の小球によるショットブ
ラスト、工業用コーティングや金属表面処理
まで、Mayer & Zick GmbHはサンドブラスト
や表面処理技術に関連するあらゆる分野で
高い品質を実現することを特に重視していま

す。その結果、業界独自の一貫性により、同社
の強みが引き出されています。

圧力を活用
表面の有機不純物と無機不純物は、後工程
の処理に進む前に専門的に除去されないと、
損傷の最大の原因になります。サンドブラスト
とは、固形のブラスト材を使用して埃、汚れ、
塗料、すすなどの汚染物質を除去し、表面を
きれいにする表面、原材料、ワークピースの
処理を示します。このプロセスは、圧縮空気
を使用して実行されます。圧縮空気により、強
力なエアジェットが生成され、ブラスト材（砂、

ポートフォリオにも、高品質の工業用コーティング
が含まれています。

Mayer & Zick GmbHは、多数の革新的な表面処
理技術を使用しています。
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ケーザーの圧縮空気ステーションは、 
市場で最も安全で信頼性の高い 

ソリューションです。 
（CEO、Martin Vogelgsang）

高炉スラグ、ガラスビーズ、鋼球、鉄球、プラス
ティックなど）が収集容器から取り出され、加
速されます。その後、エアジェットとともに高
速で処理する表面に吹き付けられ、埃や塗装
などの不要な物質が分離され、除去されます。

「圧縮空気は弊社で最も重要な資産です」
と、CEOのMartin Vogelgsangは述べていま
す。「圧縮空気供給が少しでも停止すれば、弊
社のすべての処理プロセスは完全に停止す
るでしょう。」あいにく、ケーザーのシステムと
SIGMA AIR UTILITYオペレーターモデルに切
り替える前は、そうした停止はよく発生してい
ました。「以前のシステムは、よく故障していま

した。そのため常に対処し、システムを再稼働
させていました。」と、Martin Vogelgsangは
語ります。「システムのモダナイゼーションと
圧縮空気オペレーターモデルへの切り替え
を実施して以来、ストレスのないソリューショ
ンが得られ、そうした点を心配する必要がな
くなりました。」

常に十分なエア
表面処理プロセスに必要な圧力は、8～10バ
ールです。1分あたりの流量は、それぞれの顧
客のニーズによって異なりますが、12～20 m³
／分です。SIGMA AIR MANAGER 4.0マスター
コントローラーは、現在のニーズに対応する
ための正確な性能と調整を実現し、開始サイ
クルと停止サイクルを適切に組み合わせて
実施します。それを実現するため、事前にさま
ざまオプションを想定し、その後最もエネル
ギー効率の高い方法を選択します。こうして、
コントローラーが、現在の圧縮空気の需要に
合わせて常に最適なコンプレッサーの流量
とエネルギー消費量に調整します。ケーザー
の5台のスクリューコンプレッサーは、Super 
Premium Efficiencyモーターを搭載した2
台のCSD 105ユニットと3台のCSDX 165ユニ
ットで構成されており、エネルギー効率を最
大化するとともに、4つの省エネ設計TF 203
冷凍式ドライヤーとさまざまなフィルター、そ
してオイルセパレーターが、高品質の圧縮空
気処理を実施します。このシステムはすべて

エネルギー効率を最大化するよう設計されて
いますが、省エネについてはさらに効果を発
揮します。それは、コンプレッサーにプレート
型の熱交換器が内蔵されており、圧縮時に生
成される排熱が熱源として使用されるためで
す。無制限の圧縮空気供給の信頼性が、Ma-
yer & Zick GmbHのさまざまな機械加工プ
ロセスをスムーズに実施するための基本的
な前提条件であったため、同社の経営陣は、
圧縮空気ステーションをモダナイゼーション
する際に、ケーザーのSIGMA AIR UTILITYオ
ペレーターモデルを選択するという決定を下
しました。「圧縮空気については、スペシャリ
ストにすべての管理を任せたいと考えていま
す。」と、Martin Vogelgsangは述べています。

「ケーザーのサービスチームは、システムの
メンテナンスとサービスを自主的に管理して
くれるため、信頼性が高く中断のない圧縮空
気供給が実現しています。」Martin Vogelg-
sangにとってのもう1つの利点は、圧縮空気
の1ヵ月あたりの請求額です。これにより財務
計画がはるかに簡単になり、資本を圧縮空気
ステーションに集中投資しなくてすむため、そ
の他の主要な会社の投資に使用できます。

加工処理されるワークピースは、サイズと形状が
多岐にわたっています。

オペレーターモデルによって、お客様は投資コスト
を削減し、圧縮空気のみに支払うだけで済みます。 
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カナダ企業が6桁の運用コスト削減によるメリットを享受

カナダの金属包装のスペシャリストは、あらゆる種類の飲料や食品の缶、メタルキャップ、特
殊包装を提供しています。工場のリノベーションと最新化により、重視される製造が飲料の
缶に方向転換されたのに伴い、圧縮空気ステーションの包括的なモダナイゼーションを実
施する時期がやってきました。

コスト効率を重視

カナダを拠点とするスペシャリストのプラント
では、長年にわたり錫メッキされたスチール
から作られるさまざまなサイズの飲料や缶詰
食品の缶を製造してきました。製品変更のタ
イミングは、旧式の圧縮空気システムの効率
を評価する出発点ともなりました。圧縮空気
監査では、サイズが大きすぎるほか、総出力

内蔵ウェブサーバーに
より、運転データ、メン
テナンス、故障メッセー
ジを1台のPCに表示で
きます。

左図：新しい圧縮空気ステーションは、技術的にも視覚的にも注目に値します。 
右図：SIGMA CONTROL 2の効率センター。

が1,450 kW（さまざまな出力の6台の周波数
制御水冷式システム）であり、そのため必要
以上に高い消費コストがかかっているほか、
修理とメンテナンスが頻繁に必要であること
が判明しました。選択された圧縮空気処理コ
ンセプト（食品のISO規格による圧縮空気の
品質クラス1:4:1）は、4台の小型の冷凍式ドラ

イヤーに加え、圧縮空気の出発点に設置する
2個の旧式の凝結フィルターと25個の追加フ
ィルターであり、大いに改善の余地がありま
した。

効率の向上とコスト削減
モダナイゼーションの目的は、あらゆるレベ
ルでのコスト削減でした。つまり、排熱再利用
と新しい圧縮空気処理コンセプトを通じて、
運転コスト、修理およびメンテナンスコスト、
暖房コストを削減することです。こうした希望
のもとに、Kaeser Compressors Canadaと
現地のケーザーのパートナー企業が協力し
て、仕事を開始しました。包括的な改善策の
第一歩は、圧縮空気ラインのさまざまな漏れ
を検出し、なくすことでした。この改善策だけ
で、必要な圧縮空気が1,000 m³／時削減さ
れました。
こうした新しい消費値を得たことにより、新
しいステーションの個々の構成部品の寸法
を正確に測定するタイミングがやってきまし
た。現在ではそれぞれ3台の空冷式KAESER 
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新しい圧縮空気ステーションの 
正確な寸法計測により 

大幅なコスト削減が実現されました。

ESD 250とESD 300スクリューコンプレッサ
ーで構成されています。流量が最適化された
SIGMA PROFILエアーエンドと省エネ設計の
IE4モーターが搭載されたコンプレッサーは、
効率性の高い圧縮空気の需要充足率を実現
するとともに、メンテナンスや修理の際に十
分な冗長性を提供します。これらの機械は、4

台の新しいKAESER SECOTEC冷凍式ドライ
ヤーで補完されています。この冷凍式ドライヤ
ーは、オンタリオ州の夏季の高周囲温度と湿
度に簡単に対応できるのに加え、+3°Cの圧力
下露点を確実に維持できます。また、新しい
高効率凝結フィルターにより、食品業界の圧
縮空気の品質クラス要件を満たすことができ
ます。
さらに、高度なSIGMA AIR MANAGER 4.0
マスターコントローラーにより、コスト効率
がより一層向上します。これは、最新の圧縮
空気ステーションと、リモート監視（SIGMA 
SMART AIR）などの「Industrie 4.0」サービス
を使用するための主な技術の中心となってい
ます。コアインテリジェンスを提供することに
より、個々の機械を効率的に制御し、実際の
圧縮空気の需要に対応する最適な性能を発
揮します。このコントローラーは、運転データ
を数秒で分析し、代替動作をシミュレーション
して、最も効率的なものを選択します。そのた
め、非常に高いエネルギー効率が実現し、大
幅なコスト削減につながります。
コスト削減プロジェクトは、圧縮時に生成さ
れる熱の再利用で完成されます。これは、コン
プレッサーに組み込まれているプレート型の
熱交換器によって可能になっています。夏に
は不要な熱がビルから分散され、冬には隣接
した生産エリアに熱が提供されるため、暖房
コストを節約できます。これは、真に典型的な

ベストプラクティスの設置と言えます。
総合すると、同社は、圧縮空気ラインの漏れ
をなくすことでエネルギー消費量を年間で
100万 kWh超削減できたのに加え、新しい圧
縮空気ステーションのエネルギー効率を大幅
に向上させることができました。ケーザーの5
年保証も、コスト管理にさらなる安心をもた
らしました。広範なモダナイゼーション施策
により、同社は未来に適合し、高い圧縮空気
供給コストは過去のものとなりました。

すべての画像提供：Air Solutions Canada
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カスタムメイドの圧縮空気ステーションは、独自の用途に合
うよう適切にカスタマイズされていますか？それを珍しいこ
とだと思う方もいらっしゃるかもしれませんが、ケーザーにと
っては当然のビジネスです。新しい圧縮空気ステーションの
技術性能と経済性は、プロジェクトを提案する段階で早め
に明確に設計され、計算されるべきです。なぜなら、それが
実際にすべての期待に正確に応えるための唯一の方法であ
るためです。それが最終的にどのようになるかは、ムールデ
イクにあるオランダ企業のWuppermann Staal Nederland 
B.V.を見ればわかります。

Wuppermannという会社名は、150年間
にわたり、特殊鋼材加工および仕上げの分
野における高品質の代名詞となっていま
す。1872年の設立以来、ドイツ発祥のこの家
族経営の企業は、継続的に発展し、腐食防
止の革新的なリーダー企業となりました。製
品ポートフォリオには、鋼製の平鋼製品、パイ
プ、配管製品があります。同社は、オランダ、
ハンガリー、オーストリア、ポーランドの5つ
のWuppermann Groupの生産拠点に、800

超の従業員を擁しています。オランダのムー
ルデイクにあり、150人の従業員が勤務する
Wuppermann Staal Nederland B.V.は、グ
ローバルなWuppermann Groupの中で最
大の亜鉛めっき平鋼の供給会社です。

「弊社の圧縮空気の需要は、比較的高いと
言えます」と、Dennis van Helden（Head of 
Mechanical Maintenance）は述べています。

「圧縮空気は、亜鉛層を鋼材に均等に分布
するために使用されます。亜鉛メッキされ、亜

約束は 
守るもの

カスタムメイドの圧縮空気ステーション 

省エネ設計のHYBRITECドライヤーの横に立つDennis van Helden。

SIGMA AIR MANAGERのそばに立つRikus ten Brücke（ケーザーSales Support 担当者）とDennis van Helden。



ケーザーレポート |  23

鉛層が不着した原材料が汚染しないよう、圧
縮空気の純度には高い要件があり、実際に
はISO 8573-1:2010に沿った純度クラス1.2.1
を満たす必要があります。そのため、弊社では
コンプレッサーの最先端の圧縮空気処理を
下流に設置し、プロセスでの湿度やオイルな
どによる汚染を防止することにしました。」

期待できる信頼性
それまで使用していた旧式の1台のコンプレ
ッサーが耐用年数に達しており、緊急の置換
が必要でした。同社は最高の技術が採用さ
れた最も効率的なソリューションを探してお
り、サプライヤー数社から提案を入手しまし
た。「そのうちの一部は、弊社の技術要件を
満たしていませんでした。結局、残った候補
は2社のみでした。投資、運転、およびメンテ
ナンスコストに加え、10年の視点で見た信頼
性について提案をテストし、評価した結果、
ケーザーが一番だという結果になりました。」
、Dennis van Heldenは回想します。ケーザ
ーの設定には、4台の定置式DSD 240スクリ
ューコンプレッサー、2台のHYBRITECコンビ
ネーションドライヤー（流量83.3 m³／分）、さ
まざまなフィルター、1万リットルのバッファー
タンク、SIGMA AIR MANAGER 4.0マスター
コントローラーが含まれます。プラントでの圧
縮空気の需要が比較的一定であることを考
慮すると、4台の完全なロード／アイドリング
コンプレッサーが、最も信頼性が高く経済的
なソリューションであることがわかりました。-
SIGMA AIR MANAGERは、システム全体を監

ムールデイクのWuppermann Staal Nederland B.V.は、 
グローバルなWuppermann Groupの中で最大の 

亜鉛めっき平鋼の供給会社であり、150人の従業員が勤務しています。

視し、独自の切り替えアルゴリズムを使用し
て、運転時間に基づいてどのコンプレッサー
を動作させるかを選択します。2台のコンプレ
ッサーは、常にそれぞれの需要に対応し、必
要に応じて3台目のコンプレッサーを追加で
きます。こうした設定もまた、必要な冗長性
を確立します。「予期しない生産ダウンタイム
が発生すると、プロセスの連続性が断たれ、
多額のコストがかかります。」と、Managing  
DirectorのKarsten Pronkは述べています。「
誰もがそれを望まず、弊社では新しい圧縮空
気ステーションの設置時にできる限り生産が
中断しないようにすることを望んでいました。
そのため、以前のプロセッサーをまずは撤去
する必要がありました。ケーザーは一時的な
緊急の設置を実施するというアイデアを提案
してくれました。そうすれば、変更および再構
築プロセスでも、圧縮空気供給が通常どおり
継続されるためです。新しい圧縮空気ステー
ションが設置され、運転の準備が整うと、弊
社は予定されていたダウンタイムの間に変更
を実施しました。」と、Karsten Pronkは述べ
ています。
守られた約束
Super Premium Efficiencyモーターを搭載
した新しいコンプレッサーは、非常に高いエ

ネルギー効率を実現します。内蔵されたプレ
ート型の熱交換器により、さらなるコスト削
減が可能となりました。この熱交換器により、
圧縮時に生成される排熱を再利用できます。
フルサービス契約により、高品質の圧縮空気
の確実な供給が常に保証され、メンテナンス
や修理に追加コストは発生しません。
Karsten Pronkは、満足そうにこう述べてい
ます。「ケーザーとのコミュニケーションは非
常にスムーズでオープンだったため、とてもう
まく行き、誤解が生じるのを防ぐことができま
した。弊社にとってさらに重要だったことは、
ケーザーが約束を守ってくれたことです。その
ため、将来についてもまったく安心でき、全幅
の信頼を寄せることができています。」

省エネ設計のHYBRITECドライヤーの横に立つDennis van Helden。
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内蔵されたプレート型の 
熱交換器により、 

圧縮時に生成される排熱を 
再利用できます。

（Managing Director、Karsten Pronk）
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ケーザー・コンプレッサー株式会社ケーザー・コンプレッサー株式会社
電話番号 03-3452-7571 ファックス番号 03-3452-8622
108-0022 東京都港区海岸 3-18-1 
E mail: info.japan@kaeser.com

ハノーバー・メッセのプレミア：  
CALOSEC
新しい高効率の 
加熱式吸着式ドライヤー

•	 高品質の標準機器
	� 荷重依存型の圧力下露点制御、高品質の個々

の継手、HT亜鉛メッキパイプ

•	� あらゆるニーズと気候に対応し
た効率的なソリューション 

	� 1つの設計で3つの乾燥方法に対応

•	 プレミアムゼロパージ
	�� SILICAGEL ECO* により、圧縮空気不要および乾燥で

15パーセント超効率を向上 （活性アルミナを使用した従来
のドライヤーとの比較による）

•	� 外部熱源を活用する標準オプシ
ョン

	�� お湯や上記による再生 


